
「聖　母　月」

フランシスコ・ザベリオ　日野 武満　神父

１９６６年 ( 私の叙階の年 ) カトリック聖歌集が発行されて半世紀が過ぎ、現在典礼聖歌集になり、現在

使用されている中に二十五人の作詞作曲者が載っています。ＭＳ（松本三朗）ＫＳ（国本静三）は同窓生です。

カトリック聖歌集には、聖母マリア賛歌が五十曲ほどと大変多いです。文語体が口語体になおされている

曲もあります。

神学校時代に、五月の聖母月に講堂の聖母像の前に集ま

り、アカデミア（聖母マリアを賛美する集会）が行われ、個

人の詩、歌、楽器演奏、合唱等、今では懐かしい時代でした。

この春、アッシジの聖フランシスコ教会に巡礼した折に、

『マドンナ・ロレンゼッティ』

夕日の聖母の前で【掲載写真】しばし立ち止まり、フラン

シスコがいかに聖母マリアを愛していたか、また福音史家ヨ

ハネと肩を並べるほど神の御言葉を実践し、伝えたか、聖母

マリアの指がフランシスコを指している姿をピエトロ・ロレ

ンゼッティが描く心が伝わってきました。

教
会
ご
よ
み
（
5
月
）
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－ 1 －

日 曜 典　礼（ミ　サ） 備　　　　考 そ　の　他
　３ 水 聖フィリポ聖ヤコブ使徒［祝］
　５ 金 初金ミサ (9:30) 初金
　７ 日 主日ミサ (9:00) 復活節第４主日
１０ 水 聖書の会 (10:00)
１２ 金 週日ミサ (9:30)
１４ 日 主日ミサ (9:00) 復活節第５主日 教会委員会
１７ 水 聖書の会 (10:00)
１９ 金 週日ミサ (9:30)
２１ 日 主日ミサ (9:00) 復活節第６主日 庭木の剪定　

聖歌の集い ( 練習・午後 )
２４ 水 聖書の会 (10:00)
２６ 金 週日ミサ (9:30)
２７ 土 千葉氏の講演会 (14:00)
２８ 日 主日ミサ (9:00) 主の昇天 [ 祭 ]　子どもミサ 庭木の剪定 ( 予 )

聖歌の集い ( 本番・午後 )
３１ 水 祝日ミサ (9:30) 聖母の訪問［祝］ 聖書の会 (10:00)



　　「神の業がこの人に現れるためです」

ヨハネ福音書９：１　生まれつきの盲人をいやす

苦難の理由

－ ２ －

～こころにひびく聖書のみ言葉～

弟子たちは、｢生まれつきの盲人 ｣について、その苦難の理由をイエスに質問しました。

これは「神が非常に良く創造された世界になぜ苦しみがあるのか」という深い問いに関係しています。

弟子たちは目の前のこの人の苦しみは良い神のせいではありえない、

人間の側の罪のせいだろうとか考えたでしょう。

ならば、この人が罪を犯したからか、しかし彼は ｢生まれつき ｣の盲人だから、本人の罪以前に苦難が生じて

いる、では彼の両親が罪を犯したからだろうか、

ここにあるのは、苦難の理由探しであり　責任者探しです。

今でも私たちは、そのような理由探しや責任者探しをして、自分や親を責め、誰かを責めたり，社会を責めた

りしていないでしょうか。このような悪者探しや因果応報論では人は救われもせず、苦難からの解放もありませ

ん。

意外にもイエスは　この人のせいでもなく両親

のせいでもないと答えました。

代わりに、驚くべき答えをくださいました。

「神の業がこの人に現れるためです」

ここには、苦難を見る視点の大転換があります。

弟子たちは　苦難の原因を過去に見出そうとしま

すが、イエスは　苦難の目的を未来に見出すよう

に教えました。

過去の悪者探しではなく、これから現れる ｢神

のわざ ｣をみるように、というのです。

では、この盲人に現れた「神のわざ」とは何で

しょうか、一見、目の癒しであったように見えます。

もちろんそれも、救い主の偉大なわざでしたが　

しかし　彼に現れた神のわざとは　彼が救い主に

出会い信じて礼拝する者となったことです。

イエスをキリストとして信じ帰依することに

よって神の愛の御手に摂取されるのです。	 	

	 	 	 	 	 （甲斐 至信）

参考

・聖書研究テキスト　

・対談　パウロを語る　井上洋治　迫純一郎



エ プ ロ ン 会 よ り ご 報 告 と お 知 ら せ

－ 3 －

ご 復 活 お め で と う ご ざ い ま す

常日頃の皆様の教会建設へのご理解とご協力に、心より感謝申し上げます。

先日エプロン会として、前年度繰越金と３月のお弁当販売の収益金の中から、１０万円を建設会計に献金させて

いただきましたことをご報告させていただきます。どうも有り難うございました。

今年度エプロン会は３月より新しいメンバーを加え、活動を始めました。第１回目の話し合いでは、まず今年の

バザーの日程（６月２５日ミニバザー、１０月２９日バザー）を決めました。そして昨年来、毎月行っているお弁

当販売もできる限り続けていきましょうと意見が一致しました。食の安全をモットーに、体に優しい食材や調味料

を選び手作りにこだわっています。前日からの仕込みや当日は朝７時から準備をするなどメンバーの負担も大きい

のですが、目的に向かって心を一つにして頑張っています。また、バザーの大きな収益となる手作り品の製作も有

志の方々で始まっています。

その他、他教会にご寄付をお願いするにあたって、中和田としての意気込みをどのようにアピールしていけばよ

いか、エプロン会として、どのようなお手伝いができるかを話し合いました。まだ具体的な内容は決まっていませ

んが、建設委員会とタイアップして活動していくつもりでおります。

これからも益々皆様のご支援とご協力、よろしくお願い致します。　　　    （岩渕 洋子）

聖週間から復活祭とパーティーまで、多くの方々のご尽力で無事終了しました。

準備に当たられた皆様、ありがとうございました。心より御礼申し上げます。

エプロン会では、初めての試みとして、クッキー、手作りケーキ、教会でとれたフキの料理等の販売を行いました。

ご復活の喜びを分ち合うと共に、私たち信徒が気持ちを新たにして前に進むことが出来ますように。



＜
4
月
9
日
（
日
）
13
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
10
日
間
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

治
安
対
策
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
バ
チ
カ
ン
は
新
教
皇
様
に
代
わ
っ
て

か
ら
、
ホ
ー
ム
レ
ス
を
追
い
出
さ
な
い
等

随
分
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

中
国
人
の
観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
て
い

ま
し
た
。

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
典
礼
（
小
野
（
雅
））

・
３
月
26
日
の
牧
山
神
父
様
に
よ
る
ミ
サ
、

講
話
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
は
、
時
間
不
足
の

点
が
あ
っ
た
が
、
予
定
通
り
行
わ
れ
た
。

・
本
日
の
受
難
の
主
日
の
ミ
サ
は
、
準
備
等

が
良
く
で
き
て
い
て
滞
り
な
く
で
き
た
。

集
会
室
の
し
き
り
の
壁
を
取
っ
た
た
め
、

見
や
す
く
な
っ
た
。
歌
が
分
か
り
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

・
聖
週
間
の
日
時
が
例
年
と
変
わ
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

・
４
月
16
日
の
復
活
の
主
日
ミ
サ
の
前
に
、

９
時
30
分
か
ら
教
会
の
祈
り
を
行
う
。

●
財
務
（
小
野
）

・
３
月
分
の
一
般
会
計
、
建
設
会
計
、
愛
の

献
金
の
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。

・
今
年
も
一
般
会
計
か
ら
最
終
的
に
建
設
会

計
に
移
行
す
る
金
額
が
あ
る
。

⇓
建
設
会
計
に
つ
い
て
は
予
算
に
対
し
て

比
較
的
順
調
に
見
え
る
が
、
不
足
額
確

保
の
た
め
の
協
力
依
頼
に
対
す
る
特
別

献
金
も
算
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本

来
予
算
と
は
別
枠
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
で
、ま
だ
努
力
の
必
要
な
水
準
。（
岩

渕
委
員
長
）

●
営
繕
（
五
十
嵐
）

・
電
気
設
備
点
検
を
行
う
予
定
。

・
庭
木
の
剪
定
を
５
月
21
日
に
行
う
。（
雨

天
時
５
月
28
日
）

●
宣
教
（
岩
﨑
）

・
５
月
27
日
に
予
定
し
て
い
る
千
葉
茂
樹
氏

の
講
演
会
は
、
予
定
通
り
実
施
す
る
。
２

時
か
ら
４
時
ま
で
で
映
画
と
千
葉
氏
の

講
演
を
行
う
。

●
要
理
（
本
庄
）

・
３
人
の
卒
業
生
が
い
て
、
中
学
生
に
な
り

ま
す
。
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
福
祉
（
阿
部
）

・
米
、
み
そ
、
衣
類
を
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
の

た
め
に
届
け
た
。
毛
布
を
聖
母
の
園
に

届
け
た
。

●
広
報
（
武
田
（
幸
））

・
原
稿
依
頼
（
締
切
４
月
26
日
）

●
総
務
（
小
山
（
利
））

・
５
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

●
行
事
（
望
月
）

・
ご
復
活
祭
の
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
を
し
て

い
る
。
持
ち
寄
り
料
理
は
な
し
で
、
二

つ
の
集
会
室
で
行
う
予
定
。
前
日
の
卵

ゆ
で
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
み
ん
な
の
会
（
今
井
）

・
３
月
19
日
は
集
会
室
で
ベ
ト
ナ
ム
の
神
学

生
志
願
者
と
お
友
達
を
迎
え
て
、
な
ご

や
か
に
茶
話
会
を
開
い
た
。
コ
ー
ヒ
ー

代
の
利
益
は
建
設
資
金
に
寄
付
す
る
。

・「
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス
」
か
ら
の
依
頼
で
、
出

所
し
た
後
す
ぐ
に
使
う
生
活
用
品
、
衣

類
（
下
着
は
新
品
）、
缶
づ
め
・
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
な
ど
の
寄
付
を
お
願
い
し

た
い
。
家
庭
で
余
っ
た
も
の
が
あ
っ
た

ら
、
教
会
の
所
定
の
場
所
に
持
っ
て
き

て
ほ
し
い
。
指
定
の
場
所
を
決
め
た
ら
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
要
理
（
井
上
）

・
５
月
14
日
に
白
百
合
学
園
で
第
５
地
区
の

運
動
会
を
開
催
予
定
。
参
加
希
望
者
は

硲
さ
ん
へ
申
し
出
る
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
は
、
８
月
４
日
～
６
日
に
千
葉
の
「
草

笛
の
丘
」
に
て
行
う
予
定
。
４
月
29
日

に
リ
ー
ダ
ー
の
下
見
を
行
う
。

●
エ
プ
ロ
ン
会
（
岩
渕
（
洋
））

・
３
月
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
６
月
25
日
に
ミ
ニ
・
バ
ザ
ー
を
10

月
29
日
に
バ
ザ
ー
を
行
う
予
定
で
、
月

１
回
は
販
売
日
を
計
画
す
る
。

■
そ
の
他
報
告
事
項

・
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

・
５
月
３
日
～
５
日
に
、
救
急
セ
ン
タ
ー
が

駐
車
場
を
使
う
。

・
奉
仕
者
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
研
修
一

覧
表
か
ら
応
募
し
て
ほ
し
い
。

■
討
議
事
項

・
教
区
建
設
委
員
会
に
提
出
す
る
「
基
本
計

画
書
」
が
配
布
さ
れ
説
明
さ
れ
た
。
承

認
さ
れ
れ
ば
設
計
士
を
選
定
し
、
建
物

の
具
体
的
な
検
討
に
入
る
予
定
。

以
上

（
次
回
委
員
会　

5
月
14
日
）

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）


